
資料１－４ 

今後の地域科学技術クラスターＰＴの運営方針について（概要） 

 

平成１９年１０月２５日 

地域科学技術クラスターＰＴ事務局 

１．ＰＴ運営方針の概要 

本年７月には第１回の PT を開催し、平成２０年度概算要求に向けた取組について各府

省からヒアリング等を行いました。今後、第２回目以降の PT では、招聘専門家として以下

の方々をお招きして、地域科学技術クラスター連携施策群の推進に加え、各府省、地方公

共団体、独立行政法人などが推進する地域科学技術施策全体を俯瞰しながら、地域イノベ

ーションの創出を強力に推進するための戦略、提言の検討･取りまとめを行います。また、

各府省の課室長には、必要に応じてオブザーバー参加をお願いします。 
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２．ＰＴの支援体制 

連携施策群の推進のため、ＰＴの方針に基づき、コーディネータのもとで、連携施策群に

係る会合、打合せ、勉強会等を開催します。構成メンバーは、清水コーディネータ、関係府

省の実務者、及びその他必要とする者とします。 

 

３．ＰＴの開催スケジュール（イメージ） 

（１） 第２回ＰＴ（Ｈ１９年１０月２５日） 

議事次第（資料１－１）のとおり。 

※クラスターフォーラム開催（Ｈ１９年１１月２８日、主催：文科省・経産省、共催：内閣府） 

（２） 第３回ＰＴ（来年１月頃） 

 ① ケーススタディ（地域における機関間連携のモデル的事例） 

② 地域科学技術施策の政府予算案のとりまとめ 

③ 討議 

（３） 第４回ＰＴ（来年３月頃）               ※平成２０年度以降も、継続して開催 

 ① 連携施策群の成果とりまとめ 

② 地域イノベーションの創出に向けた地域科学技術施策の連携強化のあり方（中間とり

まとめ） 

（大学・研究機関・高専・企業・自治体の役割、地域のイニシアティブ、優秀な人材や多

様な人材、人材の流動性、産学官連携、人的ネットワーク、コーディネート機能、シー

ムレスな施策連携、国際的な連携、地域の特色など） 


